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㈳東京グラフィックサービス工業会では，公益社団事業の一環として，中小企業におい

てもコンプライアンスの重視やISOマネジメントシステムの運用，環境対応，個人情報保

護に続くCSR（企業の社会的責任）の一般認知に係る社会情勢を鑑みて，これまで会員企

業への普及・啓発を目的としてCSR諸事業を推進して参りました。これは，国や所管官庁

の一である東京都の施策に適う公益事業に従事するとともに，社会発展に寄与することと

当会自身のCSR活動として進捗することを企図したものであります。

本事業の具体的な活動として，CSRという枠組みの中で東京都や中小企業振興公社の協

力を仰ぎながらBCP（災害時等の事業継続計画）セミナーを2度開催し，平成23年度では

経営委員会CSRグループの有志が中心となってCSR自主研究会を立ち上げ，委員会所管の

下，会員企業における各社のCSR報告書作りを進めて参りました。またこの間，先の東日

本大震災の発生を受けて，震災時後の企業規模を問わない事業継続性も大きな課題とな

り，個々の企業はもとより業界団体としてもその対応が急がれるところです。グラフィッ

クサービス業は東京都下の各区に根差した“地場産業”であることを意識し，地域に密着

した事業継続と社会的責任を探っていく過程で，地域における中小企業の存在意義を改め

て確認し，この活動の一内容を少しでも多くの会員・都民の皆様にも知っていただきたく

思う所存です。本報告書に掲載された会員企業のCSRの事例と報告書は，決して背伸びを

せず，中小企業の身の丈に合ったものを目指して作成されたものであり，本事業は所期の

目的を達成したとの自負を持って総括した次第です。

CSRは報告書を作成して終わるものではなく，取組みの持続性・継続性が最も重要であ

るとの認識を深くし，後続の会員企業におかれましても，本報告書を端緒としてその一助

となるよう参考資料も充実させて参りましたので，多く活用されることを期待して発刊の

あいさつとさせていただきます。

平成24年3月

社団法人東京グラフィックサービス工業会
経営委員会委員長

北村　洋一

は じ め に
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概　要
㈳東京グラフィックサービス工業会では，公益社団法人の責務として，使命感を持ってこれまでもCSRに
係る各種事業計画を策定し，様々な活動を推進してまいりました。東京グラフィックスの事業においては，
その理念的な金言として以下に掲げる「設立趣意書」の精神に則った事業活動に取組んでいます。

社団法人　東京軽印刷工業会
平成5年4月1日

設 立 趣 意 書
印刷は、文化創造に対する役割において、その発生から現代に至るまで多大な貢献をしてきま
した。なかでも、米国の発明王 トーマス・エジソンが110余年前に発明した謄写印刷を起源とす
る軽印刷は、それまでのグーテンベルクを起源とする活版印刷に対し、部数の多寡にも柔軟に対
応でき、かつ、迅速な印刷技術として社会に深く浸透し、現在の印刷産業としての地位を確立す
るまでに至りました。
近年における急速な情報化社会の進展のなかで、印刷技術は、他の情報伝達機能と密接に結び
つき、社会・文化発展の原動力として必要不可欠なものにまで進歩してきました。特に、近年の
コンピュータの活用とオフセット印刷方式の目覚ましい進歩は、印刷技術を大きく飛躍させると
ころとなりました。
軽印刷業は、この印刷技術の進歩を生かして、今後は、単に印刷するという受注形態にとどま

らず、多様な情報の処理・加工を行い、印刷を手段とした企画・提案型の業務への転身を図る必
要があります。そのためには、異業種交流・印刷・情報関連事業との提携を一層深め、ネットワー
ク化を実現し、新しい印刷のオルガナイザーとしても発展していかなければなりません。特に、
国際化社会の中で情報発信都市「東京」における印刷の需要形態の変化は目まぐるしく、その変
化に対応することが急務であります。
今後、軽印刷業は、経営の近代化、技術の向上、機械及び資材の開発研究を行うことで社会の

要請にこたえなくてはなりません。また、人材の確保及び育成、労働環境の整備、高齢化社会へ
の対応等のほか、印刷にかかわる公害防止、各種資源リサイクル、環境保全等にも努める必要が
あります。
さらに、印刷に関する相談室を開設し、情報の提供や啓発に努めるなどして、都民生活の向上

に寄与したいと考えます。
こうした課題を解決し、社会と文化の発展に寄与するためには、従来の任意的な活動では制約
があるため、社会的信用を得られる組織として、ここに社団法人を設立するものであります。

東京グラフィックス

CSR活動
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また当会に所属する350社のグラフィックサービス事業者においては，社業の継続における倫理と理念と
して広く業界の共通認識である，以下の「印刷産業人綱領」に則った方針を志向しています。

㈳日本印刷産業連合会

印 刷 産 業 人 綱 領

われわれ印刷産業人は社会の責任ある一員としてその使命を自覚し国民生活及び文化の向上に
寄与するとともに産業基盤の強化と限りない発展をめざして本綱領を掲げる

一、われわれは
印刷産業人たるモラルを堅持し、自ら律して行動するとともに常に地球環境保全と地域社会と

の連携調和に努める

一、われわれは
情報社会の推進者たる誇りを堅持し優れた技術と積極的な提案をもって顧客に応え常に有益な
製品及びサービスを提供する

一、われわれは
たがいにその立場を尊重し、協調と秩序を重んじ叡智を集め業界発展に尽す

東京グラフィックス組織概要（平成24年3月31日現在）
本部所在地：東京都中央区日本橋小伝馬町7-16
沿　　革：昭和37年 東京軽印刷工業会設立

 平成5年 社団法人に改組
 平成8年 現名称に変更
主務官庁：東京都
会 員 数：350社／賛助会員35社
発行媒体：機関誌「月刊東京グラフィックス」
全国団体：㈳日本グラフィックサービス工業会

情報公開
東京グラフィックスは，機関誌やホームページ・メールニュースリリース等の媒体を活用して会員のほか，

都民へ向けても事業計画・予算・役員・組織図など，当会の最高意思決定機関である定時総会での決定事項
を主な内容として情報公開をおこなっています。
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印刷文化・技術の
普及・啓発 経営支援

一般消費者

東京グラフィックス

ステークホルダーを媒介にした社会的責任の推進

共済会教育委員会情報・技術委員会経営委員会 総務委員会

事業委員会
千代田 中央 港 新宿 文京
城東 城西 城南 城北 三多摩

地域支部（10支部）

理事会

総　会

組織図 （平成23年度）

個人情報に関する
苦情・相談

都民 会員企業

悠遊倶楽部女性の会レインボウ青年部FACE

サークル活動社長講座市場開拓自主研究会CSR自主研究会

自主研究会
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公益性を柱に

CSR自主研究会
東京グラフィックスの諸事業では，常設委員会のほか，有志の集まりで自主研究会を組織し，より身近
で具体的な活動もしています。本報告書発行においては，経営委員会CSRグループの有志が発起人として，
CSR自主研究会を組織し，メンバー各社のCSR報告作りのための検討を重ねてまいりました。これは企業規
模を問わない「CSR」の社会的認知を受け，社団法人としても団体のみならず，いち早く会員企業における
CSRの普及・啓発と，その活動内容が発現した報告書を作成しなければならないとの目的を掲げたものです。
本報告書の発行を以て，1年間の活動内容を総括するものです。

主な活動内容
●計5回の研究会（詳細は巻末・議事録参照）
●研究会のほか，世話人会を月1回開催
●セミナー開催
　・CSRセミナー　講師：早坂修一氏（キヤノンマーケティングジャパン㈱）平成23年3月10日
　・BCPセミナー　講師：山根義信氏（ウェルネット㈱）平成23年6月21日
●メンバー各社のCSR報告書作成支援
●総括報告書（本書）の発行

CSR・BCP補足
研究会としてのセミナーのほか，本部事業としても監督官庁である東京都や東京都中小企業振興公社，キ
ヤノンマーケティングジャパン㈱の協力を仰ぎこれまでもCSR・BCPに関するセミナーを開催しました。ま
た東京都が進める環境，BCP事業に関しても，東京グラフィックスとして会員向けに周知をおこなっています。

CSRセミナー　講師：西尾元雄氏（キヤノンマーケティングジャパン㈱）
BCPセミナー「新型インフルエンザ対策とBCP」　講師：傳田純氏（東京都産業労働局経営支援課・当時）
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環境問題への取組み
温暖化対策や低炭素社会の実現，ゴミ・資源リサイクルなど環境に関する諸課題は，エコ志向の高まりに
より行政はもとより，一般消費者に至るまで商品・商材のサプライヤーとして大きな関心を払わなければな
らない分野となりました。東京グラフィックスでは，東京都の環境施策に沿った事業を進めており，CSR活
動（ゴミ・リサイクル活動）の一環として，特に力を傾注しています。
環境問題に対する意識の向上を図るため，東京グラフィックスオリジナルの環境パンフレットを作成しま
した。このパンフレットは「地球防衛軍シリーズ」として全3種作成され，環境関連法令をはじめ，中小企
業が取り組むべき環境施策を紹介するなど，都と連携しながら普及・啓発を図ってまいりました。そのほか
にも，毎年度環境工場見学会や環境セミナーを実施し，広く公益に適う事業を継続しています。そのほか，
関連団体・㈳日本印刷産業連合会が実施している「グリーンプリンティング制度」の紹介もしています。

主な活動内容と実績
●環境チェックリストの作成・配布・集計
●環境パンフレットの作成・配布（「地球防衛軍」シリーズ全3種）
●環境セミナーの実施
●環境見学会の実施
●グリーンプリンティング制度の紹介
●行政の環境施策・関連法規の周知徹底

個人情報保護法の遵守
個人情報保護法の施行を受けて，プライバシーに対する考え方が大きく変わり一部には過剰な反応等も見
られ社会問題ともなりました。グラフィックサービス業では，名刺・名簿等の個人情報を扱う業者は数多く，
対応が急がれていました。東京グラフィックスでは団体として，経済産業省から「認定個人情報保護団体」
の認定を受け，個人情報に関する一般消費者からの苦情・相談窓口として機能することになりました。

第一弾 第二弾 第三弾
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さらに，ISO15001規格に則った個人情報保護のマネジメントシステム「プライバシーマーク」の審査機
関として登録し，職員が専門のプライバシーマーク審査員の資格を取得，マーク取得申請のあった会員企業
を対象に審査・マーク付与業務を推進しています（現在は㈳日本グラフィックサービス工業会に移管）。平
成24年3月末現在で，会員企業200社がプライバシーマークを取得するまでに至り，マネジメントシステム
に則った個人情報保護の運用をしています。また上記に関連した「個人情報保護セミナー」を毎年1回以上
開催し，時事的な問題を扱いながら会員企業と共にスパイラルアップを図っています。
活動の指針は，個人情報保護方針に則っています。

個人情報保護方針

社団法人東京グラフィックサービス工業会は，個人情報保護に関する法令及びその他の規範を遵
守し，また国際的な動向にも配慮した自主的なルール及び体制を確立し，高度情報通信社会，印刷・
グラフィックサービス工業における情報処理・加工業としての健全な親展に資するよう取り組む
ことを誓うとともに，次の通り個人情報保護方針を定め，これを実行し維持することを宣言致し
ます。

1.  個人情報を含む多種多様な情報を大量に取り扱う印刷・グラフィックサービス工業の特性を考
慮した適切な個人情報の収集，利用，提供，預託及び管理のルールを「印刷・グラフィックサー
ビス工業　個人情報保護ガイドライン」として制定し，これを公表するとともに，印刷・グラ
フィックサービス工業者がこれを遵守するよう啓発・推進致します。

2.  当工業会はすべての事業で取り扱う個人情報及び役職員等の個人情報に関して個人情報保護に
関する法令及びその他の規範，ガイドライン等を遵守するために，日本工業規格「個人情報保
護に関するコンプライアンス・プログラムの要求事項」（JIS Q15001）に準拠したコンプライ
アンス・プログラムを速やかに策定し，適切に運用します。

3.  印刷・グラフィックサービス工業者が取り扱う個人情報の紛失，破壊，改ざん，及び漏えいな
どを防止するため，印刷・グラフィックサービス工業者に対し，不正アクセス対策，コンピュー
タ・ウイルス対策等適切な情報セキュリティ対策を講じるよう啓発・推進致します。

4.  印刷・グラフィックサービス工業者が保有する従業員等の個人情報について適切に管理するよ
う啓発・推進致します。

5.  印刷・グラフィックサービス工業者が個人情報保護に関するコンプライアンス・プログラムを
策定し，実施し，維持し，及び継続的改善を行うよう啓発・推進致します。

6.  「プライバシーマーク制度」におけるプライバシーマークの普及に努めるとともに，できるだけ
多くの印刷・グラフィックサービス工業者がプライバシーマークを取得するよう啓発・推進致
します。

7.  印刷・グラフィックサービス工業者に対し，個人情報法，東京都条例をはじめ個人情報に関す
る法令及び経済産業省，厚生労働省，㈳日本印刷産業連合会ガイドラインその他の規範につい
ての情報を提供致します。

社団法人東京グラフィックサービス工業会は，この方針，及び印刷・グラフィックサービス工
業の個人情報保護ガイドラインを文書化し，印刷・グラフィックサービス工業者に周知するとと
もに，業界以外の者にも入手可能な措置を講じます。
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主な活動内容と実績
●個人情報に関する苦情・相談対応（認定個人情報保護団体）
●プライバシーマークの審査・付与業務（プライバシーマーク審査機関）
●個人情報保護セミナーの実施
●個人情報保護法その他，関連法規の周知・徹底

その他・ISOマネジメントシステム運用の推進
個人情報保護のほか，ISO関連ではISO9001の取得を目指したワーキンググループを形成し，会員共同で
の勉強会や情報交換をおこないました。

労務・教育環境の改善を目指して
東京グラフィックスに所属する会員企業は平均従業員数8人前後の中小零細企業が多く，時事の法施行も
加わり労務や教育の課題が山積していますが，個々単独では改善に向けて手を付けるのが難しいというのが
現状です。そこで東京グラフィックスでは，団体としてこれらの改善と支援を目指した各種プロジェクトを
立ち上げました。ここでは近年の主なプロジェクトについて紹介します。

65歳雇用導入プロジェクト
グラフィックサービス業の会員企業では，改正高年齢者雇用安定法の施行に伴う年金支給開始年齢の段階
的引き上げに合わせて，65歳までの安定した雇用を確保する高年齢者雇用確保措置を講ずることが義務付
けられることに鑑み，措置導入の実施が大きな課題となっていました。導入実施には，労務契約の見直しや
新たな雇用延長の制度作りなど，労働協定締結もままならない平均従業員数8人のグラフィックサービス中
小零細企業が取り組むには，ハードルが高い課題でありました。しかし，経過措置後には雇用延長導入が義
務付けられることから，企業規模に関わらず，中小零細であってもこの課題に取り組む必要性に迫られてい
たことから，東京グラフィックスでは会員企業の雇用延長支援に加え，コンプライアンスの重要性を早くか
ら認識していたこともあり，これらの課題を解決するため，厚生労働省・東京労働局の事業を活用し「65
歳雇用導入プロジェクト」を立ち上げ各種啓発パンフレットを作成しました。

労働時間短縮プロジェクト
産業を取り巻く労務課題として長時間労働の軽減が挙がっていました。また，平成18年4月1日に施行さ

れた「労働時間等の設定の改善に関する，特別措置法」（略称：労働時間等設定改善法）に鑑み，同法のコ
ンプライアンスを重視し，また，これまでグラフィックサービス業では，厳しい納期が常態となっており，
印刷工程での夜を徹した作業，長時間の残業等が企業規模に関わらず，業界全体の問題となっていました。
さらに，このころから，仕事だけでなく家庭人としてプライベートも充実した生活を推奨する「ライフ・ワー
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クバランス」という考えが論調として内外で大きくなり，“中小零細企業こそ，大企業に率先して「ライフ・
ワークバランス」を実現すべき”との考えから，会員下の労務環境充実を目指し，これらの課題を解決する
ため，厚生労働省・東京労働局の事業を活用し「労働時間短縮プロジェクト」を立ち上げました。そこでは
複雑な労務法令の啓発を兼ねて，「ワーク・ライフバランスを考える」とした啓発パンフレットと「ワーク・
ライフバランスQ＆A」の2種類のパンフレットを作成しました。プロジェクトの総括は，好事例6社とアン
ケート結果を掲載した「労働時間短縮プロジェクト報告書」としてまとめられました。

ジョブ・カード制度（実践型人材養成システム）
業界ではこれまで体系的な教育カリキュラムが確立しておらず，新人教育などをはじめとした教育訓練は，

各個の企業が独自に実施していました。しかし，実際は各社において独自の体系を作るのが難しく，その現
状を鑑みて，厚生労働省が推進するジョブ・カード制度に取り組み，2年間の事業計画を策定して業界標準
の教育カリキュラムを作成いたしました。同カリキュラムは①印刷営業，②印刷DTP，③デジタル製版・刷版，
④印刷，⑤製本・後加工の5コースで運用し，当会ホームペー
ジほか，厚生労働省ホームページにも掲載され，会員内外の
団体・事業者にも広く利用されています。
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企業行動指針

2012年 3月

特別報告・東日本大震災を受けて
平成23年3月11日の東日本大震災を受けて，東京グラフィックスでは，一社団法人としてまずできるこ
とから取り組むという趣旨で，事業領域に捉われず震災復興に向けた支援策を実施いたしました。

救援物資の輸送
震災発生後，東京都と連携し被災地に必要な物資を会員企業から集い，本部ニッケイビルに集積しました。

集積した物資は東京都の共通集積所である京浜トラックセンターまで，計2回にわたりトラックによる輸送
を実施しました。一連の物資提供をはじめ輸送トラックの手配に至る活動は，東京グラフィックスの呼びか
けに応じた会員企業のボランティアによるものです。

省エネ・節電プロジェクト
震災後，原子力発電所の稼働率低下により，関東でも需要に比べ供給電力が逼迫してきた上，電力需要が
大幅に増加する盛夏を迎えるにあたり，産業界にも節電要請がありました。グラフィックサービス業は装置
産業であり，通常の印刷機を営業運転中に止めることは難しい中，節電
を呼びかけ，東京グラフィックスホームページ上でも「節電プロジェク
ト」のための特別ページを設けるなど，セミナーも併せて開催し，省エ
ネ・節電対策方法を種々模索してまいりました。並行して経済産業省が
進めた節電アクションにも団体として参画し，国の節電振興政策に寄与
しました。また経済産業省が企画した「家庭の節電宣言」にも会員企業
15社が協賛し，節電企画に参加した一般家庭を対象に，定価10％引き
の年賀状印刷割引券を発行しました。
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企業行動指針

2012年 3月
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三進社を取り巻くステークホルダー
　三進社は印刷を中心とした事業活動によって社会に与える影響を考え、関係性を持つ全てのステークホル
ダーに対応していきます。

　ステークホルダーの意見・要望や、社会からの期待や要請を社員全員がしっかりと理解し、印刷業を通して
社会貢献に役立っていきます。

三進社の社会的責任
　三進社の社会的責任として、7つの中核主題（組織統治・人権・労働慣行・環境・公正な事業慣行・消費者課題・
コミュニティへの参画及びコミュニティの発展）を軸と捉えて取り組んでいます。すでに取組んでいる課題も
いくつかありますが、今後更に新たな課題を設けて一つ一つ着実に取組んでまいります。

株式会社三進社
地域社会

顧　客 株主・投資家

金融機関

社　員

取引先

消費者

消費者課題

コミュニティ
への参画及び
コミュニティ
の発展

公正な
事業慣行

人　権

環境

労働慣行組　織

組織統治

相互依存性

全体的なアプローチ

7つの中核主題
（ISO 26000から引用）

三進社の企業理念

「お客様に求められる以上の製品実現」
　私たちは創業以来、印刷事業を柱とし、「お客様の求められる以上の製品実現」を理念に掲げて事業発展して
まいりました。日々変貌を遂げる印刷事業を取り巻く環境の中、私どもに求められる物は常に変化を繰り返し、
その都度私たちも成長を遂げてまいりました。
　また、時代の潮流を見据えながら、システムの導入、各人のスキル向上を展開しながら、現在もなお歩み続
けております。どれほど印刷業会が進化し、便利になったとしても、私たちの根幹は全く変りません。
　同時に、企業が社会全体に貢献出来る事を考えた上で行動する事は、全てのステークホルダーに対する責任
と捉えています。それら全ては、人と人との繋がりであり、人に対する思いです。コミュニケーションなくし
て何も成り立ちません。
　一企業としての社会的責任を常に意識しながら、利益追求だけでなく印刷を通しての社会貢献に今後も力を
注いでいく次第です。

三進社の経営理念

● 私たちは、全てのお客様と共に成長、発展していきます

● 私たちは、全てのお客様に価値あるサービスを提供していきます

● 私たちは、全てのステークホルダーに対して感謝を忘れません

● 私たちは、印刷業務を通じて、社会貢献していきます

● 私たちは、環境問題に対して、積極的に取り組みます

三進社が考えるCSR
　信頼される企業とは経済的な側面だけでなく、社会的な側面においてもしっかりと取り組んでいく事が本当
に信頼される企業であり、本物の企業経営だと思います。
　それに伴い、企業としてこれまでの成長路線から安定的な発展路線へ軌道修正して、さまざまな技術革新、
経営革新、社会革新などを実行することがこれからの企業に対して求められるものです。
　また、私たちが企業の社会的責任（CSR）に対する取組みを考えた時に印刷事業を通じて、環境への取組み、
社会貢献活動などを進める事によって責任を果たすとともに、深く信頼される企業でありたいと考えます。

　時代の流れや社会環境の変化により、お客様を始めとしたステークホルダーの要求は大きく変わっていきま
す。しかしどんなに変化しようとも、私たちはステークホルダーの為に存在し、常に支えられていると考えた
上で全てにおいて信頼される企業でなければなりません。
　持続的発展を目指す為に、経済、環境、社会の３つのバランスを思考しながら更なる事業活動の発展を目指
していく事が大事であると私たちは今後も考え続けてまいります。

代表取締役　　髙　倉　三　夫
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❸ 三進社の労働慣行
【基本的な考えとして】
　三進社にとって従業員は、重要なステークホルダーであり、企業運営においても非常に大きな力になってい
ます。そのため、従業員の健康と安全、健全な労使関係の構築に励んでいます。
更には、人材育成においても多方面に目を向けた教育を施しています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

雇
用
及
び
雇
用
関
係

② 

労
働
条
件
及
び
社
会
的
保
護

③ 

社
会
対
話

④ 

労
働
に
お
け
る
安
全
衛
生

⑤ 

職
場
に
お
け
る
人
材
育
成
及
び

　

 

訓
練

課題

具体的行動
職場の安全環境の改善
残業労働時間軽減のための会社の動き
残業に対する会社からの食事手当
人材育成・職業訓練
高齢者など社会的弱者の積極雇用

職場の安全環境の改善
防塵マスクを全社員に提供し、ウイルス性の病気に対する備
えの実施。年一回の防災訓練の実施と避難経路の確保。

残業に対する会社からの食事支給
夜8時を越える労働者には食事の支給を行っている。

残業労働時間軽減のための会社の動き
全作業工程を常に見直し、余分な労働時間の削減に努めてい
る。各部門長が部員の労働時間の管理体制を行っている。

人材育成・職業訓練
人材育成、スキルアップのための勉強会やセミナーへの参加
を全社員対象に行っている。

高齢者など社会的弱者の積極雇用
今のところ具体的な動きはありません。今後の課題となりま
す。

○○ － ○ ○
○○ － ○ ○
○○ － － －

○ － ○ － ○
△ △ － － －

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

❹ 三進社の環境
【基本的な考えとして】
　三進社は印刷事業を通じ、企画から顧客の手元に渡るまでのあらゆる段階において、環境にあたえる負荷の
軽減に努めています。地球環境の保全のために以下の方針を定め、環境を重視した企業活動を行います。

【行動指針】
１．エコアクション21に基づく環境マネジメントシステムを構築運用し、積極的に環境への負荷の軽減を目指します。

２．環境に関わる法令、条件、規制、協定を遵守し、顧客の要求事項を明確にし、環境保全活動の継続的な向上をはかります。

３．環境方針に基づいた環境マネジメントシステムを確立し、環境目標、行動計画を設定し、必要に応じて見直しを行います。

４．環境負荷を軽減するために次の活動を積極的に進めます。

　　　①二酸化炭素総排出量の削減に努めます。

　　　②廃棄物の分別によるリサイクル化の推進及び廃棄物の削減を図ります。

　　　③水資源の節約に努めます。

５．この環境方針は全ての役員従業員に周知徹底し、社員教育を実施すると共に啓蒙活動を推進して、環境保全型企業を目指します。

■具体的行動 ■具体的行動の詳細
① 

汚
染
の
予
防

② 

持
続
可
能
な
資
源
の
利
用

③ 

気
候
変
動
緩
和
及
び
適
応

④ 

環
境
保
護
、
生
物
多
様
性
、

　

 

及
び
自
然
生
息
地
の
回
復

課題

具体的行動
大気・水・土壌汚染の低減、浄化対策
省エネ・省資源化
資源の再利用、再資源化
環境マネジメントシステムの導入

大気・水・土壌汚染の低減、
浄化対策
エコアクションの運用に伴い、
廃液を特殊な循環機を使い、廃
液量を 20％にまで圧縮し残り
を真水に変えている。

資源の再利用、再資源化
エコアクションの運用に伴い、
一般ゴミと産廃物を識別してい
る。再生紙の積極的利用。

省エネ・省資源化
エコアクションの運用に伴い、
印刷工場の蛍光灯を LED 電球
に変更した。省エネ推進運動の
定着。

環境マネジメントシステム
の導入
弊社独自のエコアクション 21
のマネジメントシステムを基に
活動している。

○ ○ － ○
－ ○ ○ ○
○ ○ － ○
○ ○ － ○

三進社の社会的責任への取組み

❶ 三進社の組織統治

　私たち三進社は、組織として活動していくにあたり、全てのステークホルダー（※）と積極的にコミュニケー
ションを図っていきます。
　また、企業としての意思決定を確実に実施していくためにも、企業としての説明責任と透明性を明確にする
ものとします。
　（※）ステークホルダーとは、企業の経営行動などに対して直接・間接的に利害が生じる関係者 (利害関係者 )のことをいいます。

【基本的な考えとして】
〝ISO 26000〟の中で、「組織統治とは組織が目的を追求する上で、決定を下し実施することを可能とするよ
うな組織統治のシステムをもっているべきである」と記されています。
　三進社の目的として、全てのステークホルダーの要求、期待に対して応えていき、尚かつ、継続的に内部統
制の見直しを計り、社会的に責任ある企業行動を行いながらガバナンスの強化を進めています。

【CSRマネジメント】
　三進社は CSR 活動を行うにあたり「東京グラフィック工業会」の会員によって、本年度に発足された
「CSR研究会」の勉強会で学んだ物と、弊社で運用している「ISO9001」「プライバシーマーク」「エコアクショ
ン21」「FSC」を軸にして活動しています。
　また、活動するにあたっては各担当責任者と密接に情報交換を行い、各担当者が日常的に実践している
CSR活動を、あらゆる角度で手助けしながら会社全体のレベルアップを行っています。

❷ 三進社の人権
【基本的な考えとして】
　三進社は全ての人の基本的権利である「人権」を尊重し、企業活動を行っています。弊社の活動により、関係者
に与える様々な影響が人権侵害を招かないような環境作りを行い、その仕組みを常に見直し、改善しています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

人
権
に
関
す
る
危
機
的
状
況

② 

加
担
の
回
避

③ 

苦
情
解
決

④ 

差
別
及
び
社
会
的
弱
者

⑤ 

市
民
的
及
び
政
治
的
権
利

⑥ 

経
済
的
、
社
会
的
及
び

　

 

文
化
的
権
利

⑦ 

労
働
に
お
け
る
基
本
的
原
則

　

 

及
び
権
利

課題

具体的行動
差別のない雇用の実施

人権教育

不当な労働条件下での労働
や児童労働の禁止

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

障がい者・高齢者など社会
的弱者の雇用促進

差別のない雇用の実施
中国人の日本においての教育訓練実習生や研修生の受け入れ。
その他の外国人の雇用。

人権教育
人権教育についての教育の実施は今まではなされていなかっ
たので、今後の課題の一つとなります。

不当な労働条件下での労働や児童労働の禁止
日本においては法整備が行われているのでこれは値しません。

障害がい者・高齢者など社会的弱者の雇用促進
今現在、弊社では障がい者や高齢者の受け入れ態勢ができて
いません。地域の自治体から発信される情報を基に、今後取
り組んでいきます。

－ ○ ○

△ －△ △ △ △ △

－ －－－－ －－

（ISO26000を参考とし、中核7主題毎に報告しています）

△△－△－－－

－△ － －
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❸ 三進社の労働慣行
【基本的な考えとして】
　三進社にとって従業員は、重要なステークホルダーであり、企業運営においても非常に大きな力になってい
ます。そのため、従業員の健康と安全、健全な労使関係の構築に励んでいます。
更には、人材育成においても多方面に目を向けた教育を施しています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

雇
用
及
び
雇
用
関
係

② 

労
働
条
件
及
び
社
会
的
保
護

③ 

社
会
対
話

④ 

労
働
に
お
け
る
安
全
衛
生

⑤ 

職
場
に
お
け
る
人
材
育
成
及
び

　

 

訓
練

課題

具体的行動
職場の安全環境の改善
残業労働時間軽減のための会社の動き
残業に対する会社からの食事手当
人材育成・職業訓練
高齢者など社会的弱者の積極雇用

職場の安全環境の改善
防塵マスクを全社員に提供し、ウイルス性の病気に対する備
えの実施。年一回の防災訓練の実施と避難経路の確保。

残業に対する会社からの食事支給
夜8時を越える労働者には食事の支給を行っている。

残業労働時間軽減のための会社の動き
全作業工程を常に見直し、余分な労働時間の削減に努めてい
る。各部門長が部員の労働時間の管理体制を行っている。

人材育成・職業訓練
人材育成、スキルアップのための勉強会やセミナーへの参加
を全社員対象に行っている。

高齢者など社会的弱者の積極雇用
今のところ具体的な動きはありません。今後の課題となりま
す。

○○ － ○ ○
○○ － ○ ○
○○ － － －

○ － ○ － ○
△ △ － － －

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

❹ 三進社の環境
【基本的な考えとして】
　三進社は印刷事業を通じ、企画から顧客の手元に渡るまでのあらゆる段階において、環境にあたえる負荷の
軽減に努めています。地球環境の保全のために以下の方針を定め、環境を重視した企業活動を行います。

【行動指針】
１．エコアクション21に基づく環境マネジメントシステムを構築運用し、積極的に環境への負荷の軽減を目指します。

２．環境に関わる法令、条件、規制、協定を遵守し、顧客の要求事項を明確にし、環境保全活動の継続的な向上をはかります。

３．環境方針に基づいた環境マネジメントシステムを確立し、環境目標、行動計画を設定し、必要に応じて見直しを行います。

４．環境負荷を軽減するために次の活動を積極的に進めます。

　　　①二酸化炭素総排出量の削減に努めます。

　　　②廃棄物の分別によるリサイクル化の推進及び廃棄物の削減を図ります。

　　　③水資源の節約に努めます。

５．この環境方針は全ての役員従業員に周知徹底し、社員教育を実施すると共に啓蒙活動を推進して、環境保全型企業を目指します。

■具体的行動 ■具体的行動の詳細
① 

汚
染
の
予
防

② 

持
続
可
能
な
資
源
の
利
用

③ 

気
候
変
動
緩
和
及
び
適
応

④ 

環
境
保
護
、
生
物
多
様
性
、

　

 

及
び
自
然
生
息
地
の
回
復

課題

具体的行動
大気・水・土壌汚染の低減、浄化対策
省エネ・省資源化
資源の再利用、再資源化
環境マネジメントシステムの導入

大気・水・土壌汚染の低減、
浄化対策
エコアクションの運用に伴い、
廃液を特殊な循環機を使い、廃
液量を 20％にまで圧縮し残り
を真水に変えている。

資源の再利用、再資源化
エコアクションの運用に伴い、
一般ゴミと産廃物を識別してい
る。再生紙の積極的利用。

省エネ・省資源化
エコアクションの運用に伴い、
印刷工場の蛍光灯を LED 電球
に変更した。省エネ推進運動の
定着。

環境マネジメントシステム
の導入
弊社独自のエコアクション 21
のマネジメントシステムを基に
活動している。

○ ○ － ○
－ ○ ○ ○
○ ○ － ○
○ ○ － ○

三進社の社会的責任への取組み

❶ 三進社の組織統治

　私たち三進社は、組織として活動していくにあたり、全てのステークホルダー（※）と積極的にコミュニケー
ションを図っていきます。
　また、企業としての意思決定を確実に実施していくためにも、企業としての説明責任と透明性を明確にする
ものとします。
　（※）ステークホルダーとは、企業の経営行動などに対して直接・間接的に利害が生じる関係者 (利害関係者 )のことをいいます。

【基本的な考えとして】
〝ISO 26000〟の中で、「組織統治とは組織が目的を追求する上で、決定を下し実施することを可能とするよ
うな組織統治のシステムをもっているべきである」と記されています。
　三進社の目的として、全てのステークホルダーの要求、期待に対して応えていき、尚かつ、継続的に内部統
制の見直しを計り、社会的に責任ある企業行動を行いながらガバナンスの強化を進めています。

【CSRマネジメント】
　三進社は CSR 活動を行うにあたり「東京グラフィック工業会」の会員によって、本年度に発足された
「CSR研究会」の勉強会で学んだ物と、弊社で運用している「ISO9001」「プライバシーマーク」「エコアクショ
ン21」「FSC」を軸にして活動しています。
　また、活動するにあたっては各担当責任者と密接に情報交換を行い、各担当者が日常的に実践している
CSR活動を、あらゆる角度で手助けしながら会社全体のレベルアップを行っています。

❷ 三進社の人権
【基本的な考えとして】
　三進社は全ての人の基本的権利である「人権」を尊重し、企業活動を行っています。弊社の活動により、関係者
に与える様々な影響が人権侵害を招かないような環境作りを行い、その仕組みを常に見直し、改善しています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

人
権
に
関
す
る
危
機
的
状
況

② 

加
担
の
回
避

③ 

苦
情
解
決

④ 

差
別
及
び
社
会
的
弱
者

⑤ 

市
民
的
及
び
政
治
的
権
利

⑥ 

経
済
的
、
社
会
的
及
び

　

 

文
化
的
権
利

⑦ 

労
働
に
お
け
る
基
本
的
原
則

　

 

及
び
権
利

課題

具体的行動
差別のない雇用の実施

人権教育

不当な労働条件下での労働
や児童労働の禁止

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

障がい者・高齢者など社会
的弱者の雇用促進

差別のない雇用の実施
中国人の日本においての教育訓練実習生や研修生の受け入れ。
その他の外国人の雇用。

人権教育
人権教育についての教育の実施は今まではなされていなかっ
たので、今後の課題の一つとなります。

不当な労働条件下での労働や児童労働の禁止
日本においては法整備が行われているのでこれは値しません。

障害がい者・高齢者など社会的弱者の雇用促進
今現在、弊社では障がい者や高齢者の受け入れ態勢ができて
いません。地域の自治体から発信される情報を基に、今後取
り組んでいきます。

－ ○ ○

△ －△ △ △ △ △

－ －－－－ －－

（ISO26000を参考とし、中核7主題毎に報告しています）

△△－△－－－

－△ － －
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【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

❼ 三進社のコミュニティへの参画及びコミュニティの発展
【基本的な考えとして】
　三進社の今現在でのコミュニティとの関わりは、まだ多くの物がありません。しかし、今後展開していくに
あたって考えている事は「教育活動」「雇用促進活動」「ボランティア」「BCP 策定」等、いずれも地域活性化
と地域の安全性を重視した事に取り組んでいこうと予定しています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画

② 

教
育
及
び
文
化

③ 

雇
用
創
出
及
び
技
能
開
発

④ 

技
術
の
開
発
及
び

　

 

技
術
へ
の
ア
ク
セ
ス

⑤ 

富
及
び
所
得
の
創
出

⑥ 

健
康

⑦ 

社
会
的
投
資

課題

具体的行動
地域におけるボランティア活動
社会的弱者の雇用促進活動
BCP策定

業務に伴うフォークリフト作業の安全確認
無臭の印刷機の導入

地域での清掃活動

地域におけるボランティ活動
本格的な活動はまだ出来ていないので、今後の課題となりま
す。

BCP策定
今現在、勉強段階であります。今後は仕組みを理解した上で
弊社に合った形を策定していきたい。

社会的弱者の雇用促進活動
本格的な活動はまだ出来ていないので、地域情報を基にして
取り組んでいきたい。

地域での清掃活動
毎週月曜日に工場周辺の清掃活動。

業務に伴うフォークリフト作業の安全確認
隣接する他の工場から印刷工場に紙類をフォークリフトで運
ぶ際に、一般の歩行者の安全と妨げにならないように、必ず
確認係を帯同させて作業を行っている。

無臭の印刷機の導入
印刷機の種類により匂いの発生するタイプの物があり（UV 印
刷機）、近隣に迷惑をかけてしまう恐れがあるので、弊社では
匂いが一切出ないタイプの印刷機の導入を行っている
（LED-UVタイプ）。

△ △ △ － △ － －
△ △ △ － △ △ －
－ △ △ － － － △
○ － － － － － ○
－ － ○ － ○ － －
○ － － ○ － ○ ○

❻ 三進社の消費者課題
【基本的な考えとして】
　三進社は消費者課題の取り組みとして、「ISO9001」の品質マネジメントシステムと、「プライバシーマーク」
の個人情報保護マネジメントシステムの様々な規格を活用して組織全体で取組みます。そして、それに伴うシ
ステムの管理と見直しを定期的に行い、常に安全で信頼される製品とサービスを提供しています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

公
正
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

　

 

情
報
及
び
契
約
慣
行

② 

消
費
者
の
安
全
衛
生
の
保
護

③ 

持
続
可
能
な
消
費

④ 

消
費
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

　

 

支
援
、
並
び
に
苦
情
及
び

　

 

紛
争
の
解
決

⑤ 

消
費
者
デ
ー
タ
保
護
及
び

　

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

⑥ 

必
要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の

　

 

ア
ク
セ
ス

⑦ 

教
育
及
び
意
識
向
上

課題

具体的行動
品質マネジメントシステムの導入

消費者とのコミュニケーション強化
エコ推進活動

個人情報保護マネジメントシステムの導入

品質マネジメントシステムの導入
ISO9001 専用のマニュアルを作成して運用している。
また常に見直しを行っている。

消費者とのコミュニケーション強化
年に一回、顧客満足度アンケートを実施。全社員に周知
徹底させ、指摘事項の改善を行っている。

個人情報保護マネジメントシステムの導入
エコアクション 21 専用のマニュアルを作成して運用して
いる。また常に見直しを行っている。

エコ推進行動
省エネ運動、節水運動、廃棄物識別運動を計画的に行っている。
CO2排出量の把握と削減への取組み。

○ ○
○ －

－ ○ － －
－

○
○

○ △
－

○
○

○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○

－ ○
－

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

❺ 三進社の公正な事業慣行
【基本的な考えとして】
　三進社は倫理的な行動基準に基づいて、事業活動を行っていく事が公正な事業慣行の基本と捉えています。
　そしてそれだけでは終わらせずに、全ての従業員に対して「常に高い倫理観を持ち、公正で正直に行動する」
という事を求めており、コンプライアンスの実践は自らの存在目的に関わる大きな課題と捉えています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

汚
職
防
止

② 

責
任
あ
る
政
治
的
関
与

③ 

公
正
な
競
争

⑤ 

財
産
権
の
尊
重

④ 

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

　

 

社
会
的
責
任
の
推
進

課題

具体的行動
教育訓練
内部通報・相談窓口の設置
下請け業者への配慮
フェアトレード製品などの購入
社会的責任活動の取引先

教育訓練
今現在、取り組めていないので今後の課題となります。

下請け業者への配慮
各部門長の把握の上で、購買先管理台帳（ISO9001 マネジ
メントシステム）を基に下請け業者の選定を行っている。

内部通報・相談窓口の設置
相談ボックスを設置し、会社に関わる全般の内容を無記名で
投函出来る仕組みを設けている。

フェアトレード製品などの購入
弊社の業務上、これは値しません。

社会的責任活動の取引先
今現在、取り組めていないので今後の課題となります。

△ △
－○ － △

△ ○ － －

－ － △ －

－－ －
－

－
－ － － －

△
－
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【表中の印の説明】
○・・・・実施している
－・・・・事例なし
△・・・・今後取組もうと考えている

❼ 三進社のコミュニティへの参画及びコミュニティの発展
【基本的な考えとして】
　三進社の今現在でのコミュニティとの関わりは、まだ多くの物がありません。しかし、今後展開していくに
あたって考えている事は「教育活動」「雇用促進活動」「ボランティア」「BCP 策定」等、いずれも地域活性化
と地域の安全性を重視した事に取り組んでいこうと予定しています。

■具体的行動

■具体的行動の詳細

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画

② 

教
育
及
び
文
化

③ 

雇
用
創
出
及
び
技
能
開
発

④ 

技
術
の
開
発
及
び

　

 

技
術
へ
の
ア
ク
セ
ス

⑤ 

富
及
び
所
得
の
創
出

⑥ 

健
康

⑦ 

社
会
的
投
資

課題

具体的行動
地域におけるボランティア活動
社会的弱者の雇用促進活動
BCP策定

業務に伴うフォークリフト作業の安全確認
無臭の印刷機の導入

地域での清掃活動

地域におけるボランティ活動
本格的な活動はまだ出来ていないので、今後の課題となりま
す。

BCP策定
今現在、勉強段階であります。今後は仕組みを理解した上で
弊社に合った形を策定していきたい。

社会的弱者の雇用促進活動
本格的な活動はまだ出来ていないので、地域情報を基にして
取り組んでいきたい。

地域での清掃活動
毎週月曜日に工場周辺の清掃活動。

業務に伴うフォークリフト作業の安全確認
隣接する他の工場から印刷工場に紙類をフォークリフトで運
ぶ際に、一般の歩行者の安全と妨げにならないように、必ず
確認係を帯同させて作業を行っている。

無臭の印刷機の導入
印刷機の種類により匂いの発生するタイプの物があり（UV 印
刷機）、近隣に迷惑をかけてしまう恐れがあるので、弊社では
匂いが一切出ないタイプの印刷機の導入を行っている
（LED-UVタイプ）。

△ △ △ － △ － －
△ △ △ － △ △ －
－ △ △ － － － △
○ － － － － － ○
－ － ○ － ○ － －
○ － － ○ － ○ ○
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三進社の概要

【ステークホルダーの皆様へ】
　株式会社三進社が大きく成長していくにあたり、事業躍進していく事と社会貢献していく事のどちらか一つ
でも欠かす事はできません。また同時に、三進社を支える多くのステークホルダーと価値観を共有しながら連
携・協力していくことも不可欠であります。
　今回は CSR 活動の第一歩として弊社オリジナルの「企業行動指針」を作成いたしました。現在行っている
取組みや今後取り組んでいかなければならない課題を載せております。
　この「企業行動指針」を基にして、ステークホルダーの皆様が期待出来る企業に成長していく事が三進社の
役目と捉えて行動していきます。

【事業内容】
●商業印刷物を中心とした総合印刷及び IT サービスソリューションの提案
　・一般印刷、オンデマンド印刷、冊子専門パック印刷
　・特殊紙印刷、古書復刻印刷
　・web構築サービス、IT ソリューションサービス

【所在地】

■本社
〒141-0031　東京都品川区西五反田4丁目28番 13番
TEL. 03-3495-5556　FAX. 03-3495-5552

■本社経理
〒141-0031　東京都品川区西五反田5丁目26番 3番（レジディア不動前201）
TEL. 03-3495-6571　FAX. 03-3495-8774

■営業本部
〒135-0042　東京都江東区木場5丁目11番 13番木場公園ビル ６F
TEL. 03-5621-3848　FAX. 03-5621-3849

■木場工場
〒135-0042　東京都江東区木場6丁目6番3番
TEL. 03-5617-3555　FAX. 03-5617-3551

■西尾久工場
〒116-0011　東京都荒川区西尾久8丁目32番 4番
TEL. 03-3893-9729　FAX. 03-3810-4105

■業平製本工場
〒130-0002　東京都墨田区業平1丁目1番9番
TEL. 03-5819-1720　FAX. 03-5819-1721
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株式会社 創土社

CSR報告書
2012

三進社の概要

【ステークホルダーの皆様へ】
　株式会社三進社が大きく成長していくにあたり、事業躍進していく事と社会貢献していく事のどちらか一つ
でも欠かす事はできません。また同時に、三進社を支える多くのステークホルダーと価値観を共有しながら連
携・協力していくことも不可欠であります。
　今回は CSR 活動の第一歩として弊社オリジナルの「企業行動指針」を作成いたしました。現在行っている
取組みや今後取り組んでいかなければならない課題を載せております。
　この「企業行動指針」を基にして、ステークホルダーの皆様が期待出来る企業に成長していく事が三進社の
役目と捉えて行動していきます。

【事業内容】
●商業印刷物を中心とした総合印刷及び IT サービスソリューションの提案
　・一般印刷、オンデマンド印刷、冊子専門パック印刷
　・特殊紙印刷、古書復刻印刷
　・web構築サービス、IT ソリューションサービス

【所在地】

■本社
〒141-0031　東京都品川区西五反田4丁目28番 13番
TEL. 03-3495-5556　FAX. 03-3495-5552

■本社経理
〒141-0031　東京都品川区西五反田5丁目26番 3番（レジディア不動前201）
TEL. 03-3495-6571　FAX. 03-3495-8774

■営業本部
〒135-0042　東京都江東区木場5丁目11番 13番木場公園ビル ６F
TEL. 03-5621-3848　FAX. 03-5621-3849

■木場工場
〒135-0042　東京都江東区木場6丁目6番3番
TEL. 03-5617-3555　FAX. 03-5617-3551

■西尾久工場
〒116-0011　東京都荒川区西尾久8丁目32番 4番
TEL. 03-3893-9729　FAX. 03-3810-4105

■業平製本工場
〒130-0002　東京都墨田区業平1丁目1番9番
TEL. 03-5819-1720　FAX. 03-5819-1721

株式会社
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創土社
法人名：㈱創土社　（従業員：25名）
所在地：東京都世田谷区
事業内容：企画・デザイン・印刷

自ら考え自ら行動する事を理念とし、1970年に港区三田で名刺印刷や広報誌印刷からス
タートしました。現在では印刷業の他に、食に関するカタログやチラシ、デザイン制作を中
心に行っております。
弊社は小規模ながら、営業ディレクター、デザイナー、カメラマン、コピーライターを社

内で構成し、一貫してお客様の要望に素早くお応えしております。

創土社のCSRへの考え方
創土社とステークホルダーの係わり
創土社の社会的責任
創土社の社会的責任の7つの中核主題

1. 組織統治
2. 人権
3. 労働慣行
4. 環境
5. 公正な事業慣行
6. 消費者課題
7. コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

創土社のCSRへの考え方
㈱創土社は、社会の公器としての意識を持ち、社会への持続的な貢献を目指します。そ

の為には、私たちの事業を通じ、しっかりとステークホルダーに応え、社会的責任（CSR）
に対する取組みを果たさなければなりません。
私たち創土社が、社会的責任ということを考えてから、多くの時間が経っていないことも

あり、内容的には未熟ですが、今後は少しでも社会的責任が果たせるよう、着実に進んでま
いりたいと思います。
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創土社とステークホルダーの係わり
㈱創土社は事業活動を通じて、周りを取り巻くステークホルダーに対応していきます。

創土社の社会的責任
創土社は、社会的責任として7つの中核主題を軸に取組み続けます。

株式会社
創土社

顧客 株主

金融機関

社員
取引先

消費者

地域社会

ISO26000より引用

コミュニティへの
参画及び

コミュニティの
発展

人権

労働慣行

環境公正な
事業慣行

消費者課題

組織統治

組織

ISO26000より引用

全体的なアプローチ

相互に依存する
7つの中核主題

7つの中核主題
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創土社の社会的責任の7つの中核主題
1. 組織統治

1-1 基本的な考え方
ガバナンスの公正を常に図り、ステークホルダーの要求に応えていきます。

1-2 現在の取組み
社員持ち株制度を導入しており、社員が経営に参画できる環境を整えています。社員には、

四半期毎に会社の売上等を報告し、経営に対する意識向上を進めています。また、コンプラ
イアンスを高める為に、社外から監査役をお願いしています。

1-3 今後の目標と予定している取組み
適宜、内部統制のチェックを行います。

2. 人権
2-1 基本的な考え方
基本的な法令にのっとり進めています。

2-2 現在の取組み
男女差別や年齢による差別などの侵害にならぬよう配慮しています。

2-3 今後の目標と予定している取組み
高齢者など社会的弱者の雇用促進も進めます。

3. 労働慣行
3-1 基本的な考え方
社員の安定雇用を目指し、就労環境の向上を目指します。

3-2 現在の取組み
定期検診促進など行っています。また、人材育成やスキルUP制度を実施して、各種講習

会やセミナーなどに随時参加していただき、現在では受講料は会社から全額支給を行ってい
ます。

3-3 今後の目標と予定している取組み
よりより労働慣行の改善を重ね、環境を整えていきます。
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4. 環境
4-1 基本的な考え方
事業を継続的に続けて行く為にも環境に対する配慮は外せません。社員全員で環境に与え

る負荷の軽減に努めます。

4-2 現在の取組み
印刷の廃液や廃材など、廃棄物は法令にのっとり処理をしています。また省エネルギーも

徐々に進め、昨年夏には10％程度の電力カットにも成功しました。また、ペットボトルの
キャップリサイクル「エコキャップ」に参加し、世界の子供にワクチンを届ける活動も行っ
ております。

4-3 今後の目標と予定している取組み
太陽光発電の設置、蛍光灯LED化、ecoカーなどの導入を進めます。また、ecoアクショ

ンやISOなどの取得を目指します。

5. 公正な事業慣行
5-1 基本的な考え方
常に公正な事業慣行に努めます。

5-2 現在の取組み
周りのステークホルダーと公正な事業慣行を進め、継続的に社会に貢献できるよう取組ん

でいます。

5-3 今後の目標と予定している取組み
ステークホルダーには適正な情報開示を行い、倫理的に取引活動が出来るよう積極的に努

めます。またの不当な価格強制なども行いません。これからも従業員に対して適正な処遇も
続けていきます。

6. 消費者課題
6-1 基本的な考え方
消費者問題としては、製品・サービスの向上を目指します。また、消費者保護やエコ推進

活動に努めます。

6-2 現在の取組み
現在では多くの問題に着手していませんが、持続可能な消費を進める為に、まずはステー

クホルダーとコミュニケーション強化を図っています。
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6-3 今後の目標と予定している取組み
消費者データ保護及びプライバシーの一環としてPマークの取得を進め、データ保護の意

識向上を目指します。
また、環境負荷の少ない印刷物の作成はもちろんの事、社員教育の一環として、私たち業

界を取り巻く環境に積極的に目を向けて学習していきます。

7. コミュニティへの参画及びコミュニティの発展
7-1 基本的な考え方
コミュニティへの参画は非常に重要だと考えます。これから本格的に迎える少子高齢化社

会、隔家族化や老人の一人暮らしなど、社会にとって大きな課題です。その事に目を逸らさ
ず、積極的に係わりを持つ事が重要だと考えます。

7-2 現在の取組み
会社では年に数回、ボランティア活動の一環として、地域の子供たちに塗り絵やお面作り

を教えています。お父さんやお母さんが昔懐かしんだ「塗り絵」や「お面作り」をしながら、
親子のコミュニケーションをとっていただくのはもちろんですが、折り紙などに触れること
により、紙をより身近に感じていただき、業界の普及に努めたいと考えます。また社員が、
子供たちに折り紙などを教える事を通じて、「私たちは社会の一員として存在している」と
いうことを感じ、活動を続けています。

7-3 今後の目標と予定している取組み
春と秋の全国交通安全運動の交通整理に積極的に参加をします。地域の防災やイベント参

加にも努めていきます。
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株式会社東京技術協会
Tokyo Engeneering Service Co.,LTD

CSR報告書2011
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社長のメッセージ  お客様と、お客様のお客様のために

わたしたち東京技術協会は、まだ派遣業という概念のなかった1919年（大正8年）に製造メーカー様に
設計製図スタッフを派遣する業務からスタートしました。これは、創業者小林孝太郎の「これからの日本は
製造業が支えていく。私たちはそれを支える会社になろう」との考えからでした。

その後、青写真サービスの開始、印刷技術の導入、そしてわが国のパイオニアとしてテクニカルイラスト
レーション技術を米国より導入し、これらをコア技術としてマニュアル類のコンテンツ製作サービスと各種
印刷サービスを展開してまいりました。

現在はテクノロジーが高度化してコンテンツは様々なメディアに展開されるようになり、経済のグローバ
ル化と共に産業構造が激変し、少子高齢化による内需減少とともに日本経済が悪化しつつある中で、お客様
や社会のニーズも多様化してきています。

また、わたしたちが未来にわたりこの地球で生活していくために、これまでの消費型社会から循環型社会
への構造転換が必要とされ、企業も社会の一員として持続可能な活動をすることが必要とされています。

わたしたち東京技術協会は、直接サービスを提供する「お客様」と、そのサービスにより利益を享受する「お
客様のお客様」すなわちすべての人々に対して社会的責任を負っていることを常に認識し、法令と倫理を遵
守し、環境負荷を可能な限り削減してまいります。

また、社員を家族同様に考え、社員の成長を当社の成長ととらえて社員の自己実現を支援し家族の幸福が
実現できるよう配慮してまいります。

来年度より新たな経営ビジョンのもと、中期経営計画に基づき、技術革新に果敢にチャレンジし、新たな
付加価値を生み出し、高品質なサービスを提供し社会に貢献してまいります。

そのためには、お客様のご理解とご協力はもとより、外注先・仕入先とのパートナーシップ、金融機関の
ご支援、従業員の理解と協力が欠かせません。どうかこれからも東京技術協会をご指導ご鞭撻賜りますよう
よろしくお願いいたします。

代表取締役社長　鈴木 將人

経営ビジョン
コンテンツ・クリエーターのリーダー企業として、
技術とノウハウを最大限に活かし、
イノベーションに果敢に挑戦し、
様々なメディアを縦横無尽に駆使して、
お客様に新しいエクスペリエンスを提供する

経営理念
「創る」「見せる」「管理する」三つの技術で
すべてのお客様と、お客様のお客様に貢献し
もって社会の発展に寄与する

Tokyo Engeneering ServiceCo.,LTD

※当社のCSR報告書はISO26000を参考にしています。
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企業行動指針
わたしたちは、品質でお客様に貢献します

長年培った技術とノウハウに裏付けされた確かな品質でお客様に貢献します。

わたしたちは、共生の精神でお取引先に貢献します

自社の存在はお取引先のご協力の賜物であることを常に感謝し、共に成長発展することによってお取引先
に貢献します。

わたしたちは、さまざまな活動で地域社会に貢献します

地域における文化・教育・経済・保安・環境・災害時対応など様々な活動に対する協力で地域社会に貢献
します。

わたしたちは、先見性と卓越性で社会の発展に貢献します

たゆまぬ努力により磨き続ける先見性と卓越性によって社会の発展に貢献します。

CSRレポート

企業統治・BCP
お客様、お取引先、そして社員の利益と安全を守るために企業統治とBCPは必要不可欠です。わが社では、

取締役会規定、組織規定、職務分掌規定などを明文化するとともに、企業行動指針、社員行動指針を策定し
統治システムを明確化していきます。

また、一昨年度より新型インフルエンザなどへのパンデミック対策として感染予防のための備品を常備し、
社員の安全と業務継続のために備えています。今年度は、災害対策も含めたBCP計画を策定する予定です。

人権
社員およびパート・アルバイトの採用に関しては、最低賃金の確保はもちろんのこと、性別・国籍・年齢・

障害の有無などによる差別のないように最大限配慮しています。また採用にあたっては必ず雇用契約書を取
り交わしています。

社内では処遇差別やハラスメントのないよう配慮しています。

労働慣行
労働関連法規を順守するとともに、企業内組合の他に社員代表を置き、社員の権利に関する事項について

は労使協議の上決定しています。
社員の健康維持のため業務平準化と残業管理を徹底しています。今年度は就業規則の見直しを行い、育児・

介護休業などに配慮する予定です。
また、社員の自己実現のため各種セミナー・研修会・展示会などへの積極的な参加を支援しています。

Tokyo Engeneering ServiceCo.,LTD
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環境
グリーン購入ネットワーク（GPN））の「グリーン購入ガイドライン」に準拠した調達・購入、「オフセッ

ト印刷ガイドライン」に準拠した生産活動を行なっています。CTPシステムには日本アグファ・ゲバルト
社のAvalon LFを、CTP刷版には環境保護印刷推進協議会（E3PA）による環境保護印刷「GOLD」ステー
タスの対象製品であるAzura TSを使用し、環境影響物質の排除と生産性向上を達成しています。

また、主要なお客様からの要請に基づき、環境経営システムを構築し環境保全委員会を設置して環境影響
物質や資源使用料の管理などの環境活動にあたっています。

その他に具体的な環境活動として、機械設備・OA機器の環境対応製品への入れ替えや使用台数削減、普
通自動車の台数削減と軽自動車への入れ替え、カーシェアリングの利用、照明の間引き、室温管理の徹底な
どです。

公正な事業慣行
わが社はこれまでも伝統的に誠実・公正な事業活動に務めてまいりましたが、今後も倫理的な企業行動を

守り、お取引先には不公正な取引を強要せず、入札や競合に際しては公正な競争に徹し、価格破壊を引き起
こす不当な価格設定をしないよう注意してまいります。

情報セキュリティ
お客様の機密情報を扱う場合、情報セキュリティは最優先で取り組むべき課題です。当社はお客様の情報

セキュリティを守るために、社員および外注先と守秘義務契約を締結しお預かり資料や原稿、図面、各種デー
タなどの管理を徹底しています。

特に紙による資料については、お客様との守秘義務契約のもと当社処分物に関しては「エコポイット」サー
ビスを利用し、機密資料の溶解処理を確実に行なっています。

また、情報漏えい防止のため「セコムLX」を設置し入退室管理を行なっています。

社会貢献
災害時の義援金等の寄付、地域活動への寄付、「こども110番」拠点の引き受け、交通安全運動への人員派遣、

会社前道路の清掃などを行なっています。
今年度より地域BCP活動の提案・協力を始める予定です。

当社のCSR活動について
当社のCSR活動は2011年に社団法人東京グラフィックサービス工業会の「CSR自主研究会」に参加する

ことから始まりました。この研究会はキヤノンマーケティングジャパン株式会社（CMJ）様の支援のもと、
同社CSR推進本部CSR企画推進部・早坂修一様のご指導により、当社を含めて5社でまずCSR報告書を作っ
てその効果を実際に体験するとともに、そのノウハウを他の会員企業に還元していこうというコンセプトで
活動を進めてきました。

当初は「CSR ってなんだろう」「中小零細企業が取り組む意味があるのだろうか」「格好ばかりつけても
商売にならなければしょうがないのでは」という疑問を抱えてのスタートでした。しかしながらCMJ様の

Tokyo Engeneering ServiceCo.,LTD
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親身なご指導により、CSR活動が自社を見つめ直してその立ち位置を再認識し、未来に向かって進んでい
くための道標となることがだんだんとわかってきました。

まず自社の現在のCSR活動を確認し、ステークホルダー（SH）の特定とその要請・期待の分析、内外環
境の分析、課題の抽出と進めてきました。ここで項目のスクリーニングを行いましたが、当社ではそれぞれ
立場の違う3人の社員および取締役に「自社にとっての重要性」と「自社のSHにとっての重要性」をそれ
ぞれ自分の立場から推察してそれぞれ3点満点で採点してもらい、項目ごとの3人の合計点数で重要度をみ
ました。その結果、特に情報セキュリティ、品質、有害物質管理に自社、SHともに重要性が置かれている
とみられることがわかりました。

来年度は、スクリーニングをする人を増やし、社員だけでなくお客様やお取引先、金融機関などにも重要
度評価をお願いしたいと思います。

そして最後に自社の目指す姿を確認し、CSR報告書の企画概要を策定して今年度のCSR自主研究会活動
を終了しました。半年ほどの短い期間でしたが、自社の客観的な姿を認識し今後どうしていくのかを確認で
きたのは大変貴重な体験でした。

来年度以降は社内にCSRマネジメント委員会を立ち上げ、PDCAサイクルで毎年継続して活動して行く
ことにしています。

Tokyo Engeneering ServiceCo.,LTD

ステークホルダーにとっての重要度

自
社
に
と
っ
て
の
重
要
度

間接業務のプライオリティ確保 新入社員研修制度の実施
社員行動規範の策定

機密保持契約の締結
品質活動の拡大
品質活動
有害物質管理
受注の増大

中期経営計画の策定
BCP策定営業活動の活性化暗黙知のデータベース化

チーム生産制度の拡大 経営理念の明文化
社員の再教育

Webマーケティングの実施 CO2排出量削減
老朽機器置き替え

教育計画の策定・実施

ISO等の必要性の再検討

雇用の拡大 社会的弱者の雇用
地域活動への参加

ジョブ・カード制度等の活用
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《はじめに》
昨年3月10日、22年度決算総会に先立ち、「東京グラフィックスCSR自主研究会」の立ち上げとセミナー
を開催し、実践的なCSR報告書作りが始まりました。
私達は、所属業界の社会的貢献と各個企業の新たな地域貢献について継続的にセミナー等を開催して来ま
した。また、CSR活動の取り組みと平行して、鳥インフルエンザ・パンデミック等の感染症対策として事業
継続（BCP）の視点から対策セミナーを東京都の協力を頂き開催してきました。勿論CSR並びにBCPへの取
り組みの背景には、迫り来ると言われている「首都直下型震災」への第一歩を踏み出すことにありました。
そして、翌日

《3月11日午後2時46分「東日本大震災」が発生！》
─岩手・宮城・福島の被災三県の死者・行方不明者は、1万九千余名
予想されていた首都直下型の災害ではありませんでしたが、震源を遠く離れた東京でも、当日515万人余

の帰宅困難者問題が発生し、都内は終日その対応に追われました。また、災害に無防備とも言える実情も改
めて思い知らされました。

《第一期自主研究会活動を終えて》
最初に、鳥インフルエンザ等のパンデミック対策として講師派遣を頂いた我が業界の主管官庁である東京
都産業労働局商工部経営支援課に感謝申し上げたい。また、今期の自主研究会の講師役をお引き受け頂いた
キヤノンマーケティングジャパン㈱に合わせ感謝を申し上げます。特にキヤノンマーケティングジャパン㈱
には、過去3年に亘り継続的にCSRセミナーを開催して頂きました。
今回こうして一年間の成果として、業界と協力3社のCSR報告書を皆様にお届けするにあたり、自主研究

会員としてご協力を頂いた会員の皆様にも改めて感謝申し上げます。
平均2カ月間隔で研究会を開催しました。詳しくはキヤノンマーケティングジャパンの早坂氏の報告をご
覧頂くとして、基本的な理解の周知とセミナーでの演習を重視したものとして、改めて自社の成り立ちと将
来への方針提示に思いを進める事が出来たように感じています。
今後、会員企業の皆様がこれに続きCSR報告書作成に取り組まれる事を願っています。

《次年度の課題（BCP策定に向けて）》
私たちは、今回の自主研究会のもう一つの重要なテーマとして「地域貢献の出来る中小印刷事業者」「地
域密着型中小事業者の新規事業の開発・挑戦」を喫緊の課題としてきました。今期、CSR報告書の作成を通
して課題と問題点の抽出を行ないましたので、第二期は新たな実践的な事業展開への報告が出来るよう頑張
りたいと考えています。
今年度CSR研究会の第1回は、「準備すべきBCP（事業継続計画）のポイントとして実施しました。次年度は、

自主研究会員はもとより所属組合員が「我が社のBCP」を持つ為の業界運動を開始したいと考えています。
現在予想される「首都直下型震災」は、震災で地殻変動が活発化し、M5以上の余震は599回を数えてい

る事と併せより現実味を帯びて来ています。加えてM7クラスが「4年以内に70％」と言う大学の研究機関
からの発表もあり、行政も首都防災計画を急ぎ見直しをしています。私達も「想定外」と言う言葉を使う事
のないように、私達の「想定」する緊急時事業継続の対策を急ぎたいと考えます。
事前計画と緊急時における30分、3日間、3カ月の具体的施策を検証し、“事業継続こそ最大の社会貢献！”

を合い言葉として、なにより事業責任者並びに管理責任者の不測の事態回避計画から実践的なBCP運動を開
始したいと考えています。30分以内になすべきことと従業員並びにステークホルダーに対する3日間の命の
保証と3カ月の事業継続を如何に可能とするかを各社の実情に併せ作成して行きたいと考えています。
最後に、今期の自主研究会への協力とご支援に改めて感謝致します。

東京グラフィックスCSR自主研究会を終えて！
増田代表
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活動を振り返って
2008年より貴会からのご要望を受け、CSRに関わるセミナーにおいて、弊社CSR推進本部のメンバーが

「CSR全般」「環境」「CSRを企業の競争力に」などをテーマに、講師を務めさせていただきました。2011年
3月には、貴会の本年度の事業計画を見据えたテーマとして、不肖ながら私が「CSR報告書」に関するセミナー
の講師を務めさせていただきました。

おそらく、セミナーをお聞きになった段階では、皆様の頭の中での「CSR」は、まだ漠然としたものだっ
たのではないでしょうか。勿論、環境保全や情報セキュリティ、BCPなど、いくつかのテーマについては、
既に取り組み、成果を挙げていたものもあったでしょう。それは遵守すべき法令であったり、お客様、行
政、金融機関など皆様が直に接するステークホルダーからの要請に基づいて対応を取られていたものと思い
ます。ただ現実的には、この「CSR」を、トレンドや机上の知識としてではなく、自社にとって真に必要な
ものとして捉え、さらには「CSR報告書の発行」という成果物に向かうには、その「理由」となる背景や目
的をつかみにくいと感じられていたのではないでしょうか。

実は当初、セミナー講師をお引き受けするにあたり、CSR報告書制作の一実務者であった私は、事務局の
皆様に「CSR報告書制作の一通りの手順と実務者としての経験談しかお話しできません」と率直に申し上げ
ました。また、セミナーに続き1年間にわたり本研究会の講師を務めるにあたっては、「たった年間4回の活
動で一定の成果（各社CSR報告書の完成）を求めるのであれば、参加者の自主的な学習が前提であり、双方
向でのコミュニケーションと状況に合わせての軌道修正がしやすい『ワークショップ形式』で進めさせてく
ださい」と勝手ながら要望させていただきました。
今となって考えますと、このように正直に事務局様に申し上げたことが良かったような気がいたします。

CSRに近道はなく、上述の通り、この段階では講師と参加者との間で共有できていない「CSR報告書をつく
る理由」を皆で一緒に考えていくという、この“ワークショップ形式”を採用したことと、参加企業様がそ
れに応えて真摯に事前課題などに取り組んでいただいたことが、本研究会の進行においては最大の収穫で
あったと思っています。

さて、こうしてまさに“自主”研究会がスタートすることになりました。
まず、最終成果物である各社CSR報告書の完成までのプロセスについては、課題毎の目的が明確になるた
めに一番着実な方法として、段階を踏みながら中間成果物をつくっていくことに致しました。
そして、「各社の考えや取り組みが違うことは当たり前」として、常に悩みながら、修正を繰り返すこと
を恐れずに、まずは現状で「できていること」「できていないこと」の整理から本研究会を進めていくこと
になりました。

その後、ISO26000を参考にしながら、回を追う毎に中間成果物を作成し、＜ステークホルダーの特定～
課題の洗い出し～その解決に向けた活動の優先順位の決定～ CSRと企業理念や事業計画との関係性＞まで
を順次整理していき、なんとか最終成果物であるCSR報告書の完成に漕ぎ付けることができました。
研究会の半ばでは、「CSRは本当に必要か」「なぜCSRに取り組むのか」など、CSRが参加者や参加企業の“腑
に落ちる”ための議論にも時間を費やし、補講なども加えながらの進行でした。
プロセスの詳細につきましては、各回のアジェンダおよび中間成果物、私の回想録を付録に記しておりま
すので、参考としていただきたいと思います。

私も本研究会を通じて、様々な課題について皆で一緒に考え、知恵を絞って対応する工夫がいかに重要か

東京グラフィックスサービス工業会 CSR自主研究会 所感
キヤノンマーケティングジャパン CSR企画推進グループ　早坂 修一
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を学びました。また、皆様のご意見をお聞きすることが、CSRを推進するにあたって重要なことをあらため
て考える機会となりましたが、それは、「CSRを分かりやすいものにすること」「利益あるCSRにすること」
でした。「一部の人にしか分からないCSR」「事業と関係性のないCSR」は、持続していくことは困難です。
CSR活動は誰から見ても良い取り組みだと感じてもらえるものにしていくべきでしょう。
また一方で、CSR活動に終着点はなく、社会の課題が変わればCSR活動も変容する必要があることを先
の震災は教えてくれました。社会の課題にアンテナを張り、“企業として、その課題に応えていくための
PDCAサイクルが常に回る状態をつくる”ことが大切なのだと感じます。

弊社といたしましても、今後も社会的な課題の解決に通じる貴会の公益事業を支援してまいります。これ
は弊社としてのCSR活動の一端でもありますし、独り善がりのCSRとならないためにも、相互コミュニケー
ションを重視し、ともに発展していきたいと考えております。

最後に、本会の進め方やゴールの決定までの企画を練るために、幾度となく弊社へ足をお運びくださり、
若輩者である私の意を汲みながら、熱意を持って背景やビジョンをご説明くださった事務局の皆様と、CSR
の意義をご自身や自社の中できちんと消化され、その名の通り、“自主的”なご努力で回を重ねるごとに理
解を深めてくださった本会参加企業の皆さまに、あらためて敬意を表すとともに御礼申し上げます。

この活動を起点として、貴会および会員企業様がCSR活動に一層取り組むことによって社会の持続的発展
に寄与し、ますます発展される事を心よりお祈り申し上げます。

平成24年3月9日
キヤノンマーケティングジャパン株式会社 CSR推進本部

早坂 修一

付録
成果物であるCSR報告書を見て評価を行うことは勿論大事ですが、CSRもまさにPDCAの繰り返しであり、

各参加企業様がどのようなプロセスを経て制作し、そこで何を気付き、何を得たのかが大変重要と考えます。
以下に各回のアジェンダおよび中間成果物を、回想録とともに記しますので、本文とあわせてご拝読いただ
ければ幸いです。

◎第2回／2011年9月2日
※第1回はBCPをメインのテーマとして本研究会を実施したため、弊社は不参加
＜アジェンダ＞
■企画概要（企画に必要な要素）の説明
　・発行の目的・用途
　・編集方針（報告事項の考え方、報告対象、報告範囲、参照ガイドライン、その他留意点）
　・報告項目
　・構成
　・制作体制・進め方
　・信頼性確保の方策
　・全体スケジュール
■自社の現状分析（自己＆自社紹介）
　・各社のCSR活動内容を整理
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◆中間成果物
　① 参加各社のCSR活動状況を確認できた

●回想録
　・ 参加企業の皆さまはCSR報告書制作について様々な疑問を持ちながらの、一方、講師の私は参加企業様

のCSR活動の現状が分からない手探り状態でのスタートとなりました。
　・ 各社のCSR活動内容の発表においては、今後に続く双方向コミュニケーションの土壌を形成する第一歩

として位置付け、「何でも言える環境づくり」を重視して、CSRに近い分野や取組みに関しても“否定なし”
で忌憚なく意見交換しました。

◎第3回／2011年11月9日
＜アジェンダ＞
■前回の補足説明
　・ステークホルダーの重要性
■自社の現状分析（各社発表）
　・ステークホルダーの特定
　・ステークホルダーの要請・期待と自社の強み・弱みの分析結果
■分析結果を踏まえた企画案策定にむけての説明
　・自社のCSR活動の重要度
　・創業理念、企業理念、社是、行動指針とCSRとの関連性

◆中間成果物
　② ステークホルダーの特定およびその要請、期待の分析ができた
　③ 自社の強み、弱みの分析ができた
　④ ②③を踏まえ、自社が取り組むべきCSR活動を確認できた

●回想録
　・ 初回の反省と参加者の皆様からのご意見を受け、会の冒頭で前回の振り返りと補足説明を行いました。
　・ 「自社にとってのステークホルダーとは？」「そのステークホルダーの自社への影響はどの程度なのか？」
などをあらためて視覚化し、考察することで、業界や自社の特性が少しずつ明らかになってきました。

　・ CSRを意識した場合の「従業員」に対する考察では、参加者の会社での立場の違いもあり、様々な意見
がありました。これを受け、「外部ステークホルダーに影響を与えるCSR推進役としての側面」と「会
社の利害関係者としての側面」があり、「従業員」へのCSRの施策はとりわけ重要であることを共有し
ました。

　・ 自社の強み、弱み／ステークホルダーの要請・期待の分析では「実際に取り組んでいること」と「やる
べきこと」にギャップがあること、その差を埋めることが重要であることを共有しました。
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◎第4回／2011年12月13日
＜アジェンダ＞
■自社の現状分析（各社発表）
・自社のCSR活動の重要度
・創業理念、企業理念、社是、行動指針等とCSRとの関連性
■中間成果物（取り組んだ課題）と最終成果物（各社CSR報告書）の関係性
・これまで作成した課題をCSR報告書にどのように反映させるかを説明

◆中間成果物
⑤ ステークホルダーの視点と自社の視点の両軸に基づき、自社のCSR活動の重要度決めることができた
⑥  経営理念、行動指針、事業内容、事業計画など、自社の主要な特性がCSRとどのような関係を持つか、また、
自社の取り組むべき課題にどう影響するかを確認した

●回想録
　 ・ 参加企業が事前に洗い出した「自社のCSR活動」を全てメモに書き出し、「環境」「情報セキュリティ」「地

域貢献」など、カテゴリに分類しながらホワイトボードにはっていきました
　・ 上記作業での視覚化により、共通するテーマや各社固有のテーマなどを認識できました。
　・ 個々のCSR活動の重要性を分析する際には、ステークホルダーの優先順位や自社の事業戦略を踏まえる

必要があること、そのことが判断できるような立場の方に参画してもらうのが良策であることなどを共
有しました。

◎第5回／2012年2月22日
＜アジェンダ＞
■各社CSR報告書素案発表
・素案の発表
・良い点の共有、改善点の討議

◆中間成果物
⑦ 各社のCSR報告書素案ができた

●回想録
　・ 各社にご用意いただいた素案について共有し、意見交換をおこないました。それぞれ相当な努力をされ
ており、方向性に間違いはないことを皆で確認することができました。

　・ 本研究会において常に参考としてきたISO26000についても、各社が一定の理解をした上でCSR報告書
に工夫して取り入れていることを見てとることができました。

　・ 今後素案を磨いていく上でのポイントとして、CSR報告書発行の目的や用途をさらに明確にすること、
読者から見て疑問がわくような表現の見直しを行うことをアドバイスしました。

　・ 本研究会での活動を踏まえて「企業理念」や「行動指針」等の見直しをおこなったことは、大きな成果
であると感じました。



CSR自主研究会

会 議 録

◎第1回　平成23年6月21日（火）

◎第2回　平成23年9月2日（金）

◎第3回　平成23年11月9日（水）

◎第4回　平成23年12月13日（火）

◎第5回　平成24年2月22日（水）
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第1回CSR自主研究会 報告
日 時：平成23年6月21日（火）午後5時～ 8時30分
場 所：ニッケイビル8F会議室
出 席： 増田光仁港支部長，鈴木將人氏（㈱東京技術協会・港），山崎泰新宿支部長，長谷川勝氏（㈱創土社・

港），小林盛夫氏（㈱マステック・城東），比嘉良孝氏（㈱清水工房・三多摩）
事 務 局：吉野職員

◉議 題
◎ 第1企画については下記内容で，東京都中小企業振興公社のご協力によりBCPに関するセミナーを開催し
た。参加者は20人。
時 間：午後5時～ 6時半
演 題：『準備すべきBCP（事業継続計画）のポイント』
講 師：防災コンサルタント　山根義信氏
◎第2企画は防災マップソフトの紹介と説明のため，下記内容のセミナー形式で開催した
時 間：午後6時半～ 7時半
演 題：（独）防災科学研究所＝社会還元プロジェクト
　　　　　　「eコミュニティ・プラットホーム2.0」の検討と関連報告
講 演 内 容： 上記ソフトの開発・運用、東日本大震災のためのサイトALL311の構築支援に携わられてこら

れた株式会社ファルコンの担当者が説明。
◎第3企画・研究会会議　　午後7時半～ 8時半
・研究会報告並びに研究体制の構築と運用について　　資料・東京都BCP事例集など
○研究会出席者有志で，下記の通り世話人を決定した。
代表世話人：増田
世 話 人：北村，山崎，鈴木，宮地（代理：長谷川），小林，比嘉　　敬称略
事 務 局：吉野
・ BCPに関しては本日のセミナーを参考に，中小企業が策定できる簡易的なもので且つ外向けに発表できる
ものを目指す。
・策定には，具体的に自社震災時の提携業務先を，事前にピックアップする必要性あり。
・データバックのリスク分散等（複数個所）
・また単なるCSR（BCP）ではなく，顧客向けの営業ツールとして活用することを想定。
・ eコミュ等の防災ソフトを利用した区単位行政との災害協定も視野にいれ，東京グラフィックスが公益社
団になるための事業推進と，会員メリットとして協定企業には入札条件の優遇も要望のひとつに。

・東日本大震災においてeコミュが罹災証明の発行に活用。
・以上を踏まえ，BCP策定を進める上で自社の業務内容・マニュアル・提携先等の情報整理を進める。

○今後のスケジュール
・2カ月後を目途に第2回研究会の開催。
・7月上旬キヤノンと協議。それを受けて世話人会で具体案並びに詳細を検討し次回会議の決定と告知
次回研究会：8月下旬開催を予定。
なお，第2回会合において、今回のBCPの講座の成果として、BCPレポートヴァージョン1として，提供資
料を参考に
1）作成の目的の明確化
2）自社の重要事業の確認点検
3）想定される災害（大規模地震災害を例に！）に対する復旧目標の策定等について報告協議。
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第2回CSR自主研究会 報告
日 時：平成23年9月2日（金）午後4時～ 6時
場 所：キヤノンSタワー（港区品川）
出 席： 増田光仁港支部長，北村洋一経営委員長，鈴木將人氏（㈱東京技術協会・港），宮地本治氏（㈱

創土社・港），小林盛夫氏（㈱マステック・城東），室雄一氏（㈱三進社），比嘉良孝氏（㈱清水工
房・三多摩）

事 務 局：吉野職員

◉議 題
○「CSR報告書制作ワークショップセミナー」
キヤノンMJの早坂氏が講師を務め，研究会前段で標記セミナーを開催した。このセミナーは報告書作りに
おけるポイント解説したもの。今後の研究会スケジュールについても概案が説明された。

○グループディスカッション
前段のセミナーを受けた形で，参加企業各社によるこれまでのCSR取り組み事例を洗い出した。洗い出した
内容と項目は各自から発表・ホワイトボードに掲載し，他者の視点からも意見交換をすることで，新たな気
づきの機会とした。
今回の洗い出しは，CSRに近い分野や取組みに関しても忌憚なく意見交換し，広範囲に及んだ結果となった。

次回以降の研究会においては，今回の雑多な洗い出しの精査と確認作業を進めていくことが確認された。

※ なお研究会に先立ち，あらかじめ課題に出された「自社の現在のCSR活動」を事前に確認する作業を各自で
進めていた。

○今後のスケジュール
・今回の洗い出しを踏まえての内容精査と作業を進捗

次回研究会：11月9日（水）開催を予定。※次回は本部ニッケイビルを予定。
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第3回CSR自主研究会 報告
日 時：平成23年11月9日（水）午後5時～ 8時
場 所：ニッケイビル8F会議室
出 席： 増田光仁港支部長，北村洋一経営委員長，鈴木將人氏（㈱東京技術協会・港），宮地本治氏（㈱

創土社・港），小林盛夫氏（㈱マステック・城東），室雄一氏（㈱三進社），比嘉良孝氏（㈱清水工
房・三多摩）

事 務 局：吉野職員

◉議 題
○CSR取り組みの精査
前回研究会での各社CSR取り組み事例の洗い出しを受けて，今回の研究会ではその内容・項目の精査作業に
入った。

具体的にはキヤノンマーケティングジャパン提供の各課題・項目について順を追っての検討をした。また方
式はテーブルを囲んでのグループワーク方式とした。
ステークホルダーの特定を中心にして，自社との関係性について討議を進めた。

早坂講師からの補足説明内容
・ステークホルダーの重要性

次回以降の研究会においては，今回の宿題の進捗状況を確認しながら進めていく。

○今後のスケジュール
・課題スクリーニングと，「自社の目指すCSRの姿」の作成

次回研究会：12月13日（火）開催を予定。※次回は本部ニッケイビルを予定。
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第4回CSR自主研究会 報告
日 時：平成23年12月13日（火）午後5時～ 8時
場 所：ニッケイビル8F会議室
出 席： 増田光仁港支部長，北村洋一経営委員長，鈴木將人氏（㈱東京技術協会・港），宮地本治氏（㈱

創土社・港），小林盛夫氏（㈱マステック・城東），室雄一氏（㈱三進社）
事 務 局：吉野職員

◉議 題
○CSRの取組みとステークホルダーの特定
前回研究会から持ち越しの課題であった，自社のCSRへの取組みに関して，ポストイットで書き出した後，
カテゴリーごとに区分しながらホワイトボードに張り出していった。
宿題であったスクリーング作業は，今回の書き出しと同時並行的に行った。
研究会自体は従前のグループワーク方式で進めた。

また今回までにできなかった従前の課題についても，再度，参加企業の意見交換を踏まえながら検討した。
次回が研究会の討議としては最後となるため，各社の報告書作りのイメージを固める確認と方向性について
も大まかではあるが確定させた。今回の討議でまかないきれなかった課題については，別途・世話人会等で
個別に検討することとなった。

同時に，東京グラフィックスとしてのCSR報告書作りは，増田代表，北村委員長，事務局・吉野とで進める。

○今後のスケジュール
・報告書作りと研究成果発表のための資料収集と精査
・3月下旬に成果発表会
・3月末に報告書を発行

次回研究会：2月22日（水）開催を予定。※次回は本部ニッケイビルを予定。
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第5回CSR自主研究会 報告
日 時：平成24年2月22日（水）午後5時～ 8時
場 所：ニッケイビル8F会議室
出 席： 増田光仁港支部長，北村洋一経営委員長，鈴木將人氏（㈱東京技術協会・港），宮地本治氏（㈱

創土社・港），室雄一氏（㈱三進社）
事 務 局：吉野職員

◉議 題
○最終精査
前回研究会から今回までの間，個別ヒアリング訪問を行いながら参加メンバーの作業状況を確認し，アドバ
イスを行った。
ヒアリングを参考に，各社から暫定での報告書が提出され，その資料を基にキヤノンMJ・早坂講師から助
言を仰ぎ，修正点を確認した。
各自の発表では，ほかのメンバーからの意見も出され，本日の検討を考慮して，最終的なCSR報告書を作成
する。

3月の成果報告会は下記の日程で決まった。なおCSRと関連して，BCPセミナーも合わせて実施する。講師
は前神奈川県知事の松沢氏。

日 時：3月28日（水）午後5時～
場 所：芝パークホテル
内 容：BCPセミナー・CSR報告会
セミナー講師：松沢氏
報 告 者：三進社，創土社，東京技術協会ほか
司 会：増田代表

北村委員長は主に，東京グラフィックスとしての活動内容等の紹介を中心とする。
発表の順序は，会社名の50音順とする。

○CSR報告書の発行
3月末に発行予定の総括「CSR報告書」について，内容と進行方法を討議した。
東京グラフィックスとメンバー各社の報告書を合わせた形の報告書として発行し，本事業の総括とする。
総括報告書の印刷は，メンバーでもある創土社に発注し，別途見積もりを取る。支払いは研究会予算から支
出するものとする。原則，データ入稿とし，事務局・吉野にデータ集積，のち一括して入稿という流れで作
業を進める。詳細な工程スケジュールは，創土社から提案されたスケジュール表を目安に進捗する。
概ね，PDFの完全データであれば3月中旬，そのほかは3月第1週をめどにコンテンツを作成，入稿する。

○今後のスケジュール
3月28日（水）午後5時～　CSR報告会（社団予算総会の前段として）



参 考 資 料

◎次ページ以降の資料はISO/SR国内委員会のご協力・ご好意により，
参考資料として転載させていただいたものです。
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